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広がるマイナンバーカードの世界

健康保険証機能が新たに加わり、マイナンバーカードがますます便利になります

1

医療保険領域で
新たなサービス発足

お住いの地域で受けられる
行政サービスをすぐに検索

オンラインでの申請・
手続きも簡単に！

第2弾として
最大20,000ポイント付与！

健康保険証利用の
申込みで7500円相当の
ポイントがもらえる！※

ぴったりサービス マイナポイント

健康保険証機能

※ポイント付与の開始時期は2022年6月頃となっています



P2

マイナンバーカードの健康保険証利用の申込みについて３

 マイナンバーカードを健康保険証として利用するには、健康保険証利用の申込みが必要です(生涯1回のみ)。

 医療機関や薬局の窓口に設置する顔認証付きカードリーダーで簡単に行うことができますが、医療機関等において待ち時間が発生す

ることを防ぐため、あらかじめ手続きしておいていただくことをお願いしています。

 健康保険証利用の申込みを事前に行うには、マイナンバーカードとカードリーダー機能を備えたデバイス(スマートフォン、PC＋ICカー

ドリーダー)を用いる必要があります。

 その他、セブン銀行のATMでも申込が可能です。

マイナポイントアプリ
・「マイナポイントアプリ」をインストールして申込み(申込方法については、P.17をご参照ください。)

インストールした「マイナポイントアプリ」にてマイナポイント申込後、マイナンバーカードの健康保険証利用
の申込(一括登録)を行う。

・「マイナポータルアプリ」をインストールして申込み(申込方法については、P.18をご参照ください。)

マイナポータルにおいてマイナンバーカードの健康保険証利用の申込を行う。

・セブン銀行のATMから申込み

・各市区町村において設置する住民向け端末等から申込み

・医療機関や薬局の窓口に設置する顔認証付きカードリーダーから申込み

顔認証付きカードリーダーを設置している施設は下記のHPでご案内しています。

https://www.mhlw.go.jp/stf/index_16743.html

カードリーダー機能を備えたデバイスを所持していない場合

カードリーダー機能を備えたデバイスを被保険者や家族等が所持している場合

マイナポータル・マイナポータルアプリ

住民向け端末

対応機種一覧
はコチラ

顔認証付きカードリーダー

セブン銀行ATM

https://www.mhlw.go.jp/stf/index_16743.html
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2 医療機関・薬局が閲覧可能な限度額適用認定証等情報について

医療機関・薬局に提供される情報

マイナンバーカードを健康保険証として利用できる医療機関では、
「限度額適用認定証」がなくても、限度額を超える支払いが免除されます。

窓口での支払が高額になる場合に、自己負担額を所得に応じた限度額にするために医療機関に提出する証類です。
患者本人が医療機関での情報提供に同意すると、以下の情報が共有されます。

限度額適用認定証とは

保険者番号
被保険者証記号・番号
枝番
限度額適用認定証区分
適用区分※1

交付年月日
回収年月日
長期入院該当年月日※2

※1 自己負担限度額を算出する際に適用する区分であり、被保険者等の標準報酬や前年度所得の水準に応じて設定されるものです。
特定疾病療養受療証の特定疾病区分についても、本人の同意があれば医療機関・薬局で閲覧可能です。

※2 限度額適用・標準負担額減額認定証の交付対象者であれば医療機関に共有されます。
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確定申告が楽になる！

過去1年分の医療費の領収書を
管理するのが大変

2

マイナポータルからe-Taxに連携し、確定申告が簡単になります

マイナポータルからe-Taxに情報連携
できるから、オンラインで完結

医療費の領収書を管理しなくとも、
マイナポータルで医療費通知情報を
管理可能

※ 令和3年分所得税の確定申告から

✔

✔



P5

いつもの自分の体の健康管理が変わる！

いつ・どこの病院で、どんな薬を
処方されたか、分からなくなってしまう

2

薬や特定健診の情報がマイナポータルで一覧で閲覧できます

マイナポータルで処方された薬の情報を
いつでも見られる※

特定健診等情報の自分の体にかかわる
知っておくべき情報を、いつでもどこでも確
認できる

✔

✔
※ マイナポータルの薬の情報は電子版お薬手帳にも連携可能
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いつもの診療・薬剤処方が変わる！2

これからは、データに基づく診療・薬の処方が受けられます

✔
過去の薬や特定健診等のデータが
自動で連携されるため、口頭で説明
する必要がない

自分の体についてのデータを見たうえで
診察・薬の処方をしてもらえることで、
より良い医療が受けられる

✔ 旅行先や災害時でも、
薬の情報等が連携される

過去に処方された薬や特定健診等の情報を
医師や薬剤師に正確に伝えることが大変

✔



質問時使用パネル（当日には変更の可能性があります） 
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